「　１０８.一人で悩まず助けを求めよう　」
１．指導対象
小学生・中学生・高校生
２．教科・科目
学級活動，総合的な学習の時間，技術家庭科，情報科，
３．指導意図
SNSでは、お互いの発言のやり取りの中で、ちょっとした発言が原因で誤解が生じて喧嘩になってしまったり、仲間はずれにされてしまったりすることがある。仲間はずれにされた人は、グループのSNS上で発言しても無視されるだけでなく、実際の学校生活の中でも無視されたり仲間外れにされたりすることが多い。このような状態になると本人は、追い詰められた気持ちになるとともに、心配をかけてはいけないという気持ちも入り混じって保護者にも先生にも相談できずに一人で悩んで苦しむことになる。
しかし、一人で悩んでいるとますます追い詰められた状態になり、立ち直りにくくなる。そして、学校にも行くのが怖くなってしまう。自分の近い存在に相談しなさいと考えるのは大人の考えであって、子どもにとっては、少し離れた人の方が相談しやすいこともある。

こういう時に、相談者の秘密が守られる公的な相談機関である、24時間子供SOSダイヤルや子ども人権110番、こころの健康相談統一ダイヤル等の相談先があることを知っておくことは、逃げ道を知っていることになり、苦しみを少しでも和らげることにつながる。
このコンテンツでは、中学生のナミとサナ、モモの3人は同じ学年の仲良しグループで、学校で一緒に遊ぶだけでなく、学校から帰ってからもSNSを使って学校での出来事などを話題にして盛り上がっていた。ある日、ナミは、悪口ばかり言うのに疲れてきて、違うことを話そうと提案する。しかし、それを、他の２人に非難されて、上手く答えられなく、それが基でサチとモモからSNSでは既読スルーされるとともに、学校では声をかけても無視されるようになった。
その為に、ナミは、どうして良いのかわからなくなり、元気がなくなってしまう。それに気づいた母親からなにかあったのかと尋ねられるが、心配をかけてはいけないと思いごまかしてしまう。
今回は、仲間はずれにされて苦しくどうしてよいかわからなくなっているナミの気持ちを考えさせるとともに、相談したくても相談できないナミの苦しい心の中に思い巡らせる中で、自分の悩みを聞いてもらえるとともに、心を癒してもらえる公的な相談機関があることを知ることにより、今悩んでいることがある児童生徒のみならず、今後、悩みが生じた時に少しでも心を楽にできる方法を知ることを目的としている。
４．指導目標
①SNS上では、ちょっとした言葉のやりとりの行き違いが原因で、喧嘩になってしまったり、無視されたりするようになることがあることを知る。
②自分の悩みは、誰かに相談したいが、相談しにくいことがあることを過去の経験も踏まえて考える。
③一人で悩んでいるとますます苦しくなってしますので、相談者の秘密が守れる公的で無料の相談機関があり、相談することにより気持ちが楽になることを知る。

５．授業展開例
	学習活動
	教師の支援

	（１）導入

〇本時の授業は、SNS上でのちょっとした言葉のやり取りの行き違いが原因で起こったことについて考えていくことを知らせる。
（２）展開

〇教材ムービー『一人で悩まないで助けを求めよう』を視聴する。

〇教材ムービーの内容の流れを確認していく。
・板書に教材ムービーの流れを整理する。
〇無視されるようになったナミの気持ちを考える。
〇お母さんに相談できなかったナミの気持ちを考える。
・個人　→　グループ内　→　全体
〇主人公のように、誰に相談したらよいのかわからなくなって一人で悩んだ経験について話し合う。
・個人　→　グループ内　→　全体

（３）まとめ
〇相談することの大切さを知る

・一人で悩んでいるとますます苦しくなる
・相談することで心が落ち着く
・誰かに相談したことがわかると状況が悪くなるなどと思わずに、思い切って相談してみることが大切
〇相談者の秘密が守られて、公的な無料の相談機関をあることを知る。
　例

・24時間子供SOSダイヤル
・子どもの人権110番

・こころの健康相談統一ダイヤル
〇ワークシートに相談機関名と電話番号を記入する

	〇SNSを使ったりしたことがあったり、使っている人は、自分の経験を思い浮かべて考えてほしいことを知らせる。
〇SNSを実際に使った経験を言わせることは、関係者も学級内や学内にいることを考えて、教師側からはあえてしないようにする。
〇登場人物の発言等をワークシートに記録していく。
〇学習にノートPC等が使用できる場合は、ノートPCを使用して学習を進めていっても良い。
〇教材ムービーの内容を板書として整理することより児童や生徒が教材の内容を理解しやすくするとともにナミが一人で悩んでいる気持ちを想像しやすくする。
〇無視されて悲しくなり悩んでいるナミの気持ちを想像させる。

〇お母さんに相談できなかったナミの苦しい気持ちを考えさせることにより、相談することができる人や機関の必要性を実感させる。
〇自分の具体的な経験をもとにして話し合うことができればよいが、学級内に利害関係者がいる場合があるので、具体的でなく、誰に相談したらよいのかわからなくて悩んだ経験だけの意見交換でも良いこと知らせる。
〇悩みを言葉に出すことにより、気持ちが楽になることを教える。
〇家の人（保護者）や先生，スクールカウンセラーに相談しにくいときは，悩みを聞いてももらえる無料の相談窓口もあることを知らせる。
〇相談者の秘密は守られることを知らせる。
〇ワークシートの相談機関名と電話番号を記入させる。



６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法，問題解決法
・教師や保護者は、子どもに困ったり悩んだりした時は、いつでも相談するように伝えておくとともに、子どもの変化に気を付けておき、少しでも様子がおかしいと感じたら子どもに尋ねるとともに、相談しやすい雰囲気を作っておくことが大切です。
・保護者には、子どもの様子がおかしければ、すぐに学校に連絡してもらうように伝えて置くことが大切です。
・SNSのやり取りから、友達同士でケンカになってしまうことがよくあります。そんなとき、誰かに相談したくても，相談したことがわかると余計にいじめられてしまうと思い、相談することを止めて，一人でずっと悩んでしまうことがあります。しかし、一人で悩んでいても、自分がずっと苦しいだけで、解決できないことを教える。
・悩みが保護者に相談しにくい時は、学校の教師やスクールカウンセラーに相談することを促す。それがしにくい時は、相談者の秘密が守られる無料の公的な相談機関があることを教える。
７．指導資料
・24時間子供SOSダイヤル：0120-0-78310
子供たちが全国どこからでも、夜間・休日を含めて、いつでもいじめやその他のSOSをより簡単に相談することができるよう、全都道府県及び指定都市教育委員会で実施。下記のダイヤルに電話すれば、原則として電話をかけた所在地の教育委員会の相談機関に接続。
https://www.mext.go.jp/ijime/detail/dial.htm
・子どもの人権110番
友達ともだちから「いじめ」にあって学校がっこうに行いきたくない，家いえの人ひとにいやなことをされる，部活動で暴言ぼうげん・暴力を受うけているなど，先生せんせいや親おやには話はなしにくいけど，このままではどうしていいか分わからない，誰だれも気きづいてくれない・・・。

このような悩なやみがあったら，迷まよわず電話でんわしてください。「まわりでこんなことで困こまっている人ひとがいる」という相談そうだんでもいいです。
https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken112.html
・こころの健康相談統一ダイヤル
平成20年9月10日より、都道府県・政令指定都市が実施している「心の健康電話相談」等の公的な電話相談事業に全国共通の電話番号を設定する「こころの健康相談統一ダイヤル」の運用を行っています。
各都道府県・政令指定都市が実施している「心の健康電話相談」等の公的な電話相談事業に全国共通の電話番号を設定することにより、全国どこからでも共通の電話番号に電話すれば、電話をかけた所在地の公的な相談機関に接続されます。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/kokoro_dial.html
